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1988年
HAJ登山隊員募集

東コンロンの雄峰 東部カラコルムの王峰

新青峰 (6′ 860π )一未踏峰  リ モ(7′ 385π )一未踏峰

チベットと青海省に跨がる世界の屋根、青蔵高

原には恰も宝石をちりばめたように無数の湖水が

点在 します。その一つ可可西里湖の北にひっそり

と答える東昆奇の秘峰が新青峰 (別 名モノマハ、

6,860m)で す。

言己

時  期 1988年 5月 ～ 7月

(本年の偵察結果により時期を変更 した)

募集人員  10艦

負 担 金  100万 円

資  格 冬山経験 4年以上のHAJ会 員 (会員

外の希望者は別途協議 します。)

申込み先 HAJ事 務局まで

〆 切 り 定員になり次第〆切ります。

HAJで は来夏、東部カラコルムに残こされた

最後の玉峰とも云うべきリモ I峰 (7,385m)ヘ

インド登山財団 (IMF)と の合同で登山隊を派

遣することになりました。

つきましては、下記の通り登山隊員を募集しま

すので、参加希望の方は、HAJ事 務局までお申

込み下さい。

記

1988年 6月 ～ 8月 (約 70日 間 )

3 名

120万円

ヒマラヤ登山の経験のあ るHAJ会 員

定員にな り次第〆切 ります。

時  期

募集人員

負 担 金

資  格

〆 切 り

應狐目瓢
ゲニ峰登山を終了し、 8月 14日 雨の降る中を熱何の部落へ戻 った。翌日

から2日 間青空が広がったのでゲニの頂を一度見ようと再度峠まで行って

みるがダメだった。東方に連なる未踏の岩峰、氷河のある山々、おもしろ

そうな山群だ。                  (ゲ ニ峰登山隊)

ヒマラヤ NO.■ 92
1.神 の山、ゲニ峰  残 してしま った課題

15。 ヒマラヤニ ューース<地域ニュース・ トピックス0イ ンフォメーション>

18.ヒ マラヤ登 山入門 イン ド・ ヒマラヤ編 (5)

21.連載 中国の少数民族(7)ア リ(阿里)の チベット族 山森欣一

24.寸感 0事務局日誌
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7月 13日 。午後になって風が強まり風と共に左

右に揺れ動 くテン トの中で、シュラフに体を半分

程つっこみ、視点の定まらないままに見上げてい

た。隣では同 じ様な格好をしながらも読書に集中

している娘。テントの上方四隅か ら取ってあるヒ

モに、ネッカチーフ、手袋等掛けてあるが、テン

トが揺れ動 く毎に、乱舞 している。

視覚が定まらなくとも、頭の中がカラッポでも、

唯、現実の結果だけは鮮明だった。ゲニ峰登山は

終了 し、「登れなかった」「敗退 したのだ」と。

成都を発つ時より雨が降ったり、止んだり、晴

れたりしつつも、BC付近からは完全に悪天候と

なり連日雨と雪が続き、Clでの霧雨と濃霧が漂

い視界が奪われた時などは魁魅題麺の世界に引き

づ り込まれてしまったのでないかと、畏怖の念さ

え感 じるほどだった。が、天候にせよ、時期、期

間等々が登山の結果におおきな要因として生 じる

のは明白だが、結果は歴然としていた。

何故、これ程までにゲニ峰の敗退が自紙同様の

脳細胞をかけめぐるのだろうか。舞 うネッカチー

フのごとく、心が揺れ動いた時機が計画の段階で

あったからだと自問自答する。

現在までの何回かの高所登山では、高さに関係

なく全力を注いできたし、今回のゲニ峰も同様に

奮起 していたが、転職と山関係の種々多忙が重な

り、計画の進行、チームの育成、技術の向上とツ

アー的登山に絶対させない、更に、自の今後のい

きざまのステップと私考 していたにもかかわらず、

軟弱さも加味され基本的行動が揺れ動いていた。

そんな期間、状況に機敏な先輩より、私の不安

な行動について教示の暗示を受けるが、一度で気

付 くことが出来づ、「転職 したから」「多忙だか

ら」、 そんなことは遠征に関係ない、事故が発生

した際に「悔いのない対応が」「悔いのない処置

が」。 なにより「悔いのない登山が出来るか 。・

・」と激怒され、やっと隊の沈滞の原因に気付 く

醜態ぶ りであった。

再度、以前の遠征の様に計画を遂行 し実践 した

のだが、結果は悪天候だったとはいえ「敗退」で

終った。敗退を考えると、計画時での心の葛藤が

台頭 し、このことも原因の一つではなかったかと、

揺れ動 くネッカチーフと同じ心境にさせられてし

まった。

帰路、明年の許可取得をさせて頂いた。企画段

階での重要性を持続させ、新たなる再ステップの

礎とする為にも、明年は「残 して しまった課題」

を解決 したい。
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行 動 概 要

7月 25日 成田―北京一成都

前夜、事務所で全隊員による夕食会。早朝、宮

崎久夫会員の御好意により隊荷 (別送品無 し)を

トラックで箱崎。山形の新青峰偵察隊 9名 と合流。

雅

海子山
△ 5,833m

6.2

曲

遠藤会長代行、山森事務局長が見送 り。

成田をJL 781便 (10時発)。 機内での冷たいビ

ールで爽かな酔いを感 じると、毎度の事ながら出

発前の多忙から解放されながらも、新たにゲニ峰

初登頂と全員無事帰国させるための緊張感が甦る。

北京には定刻の14時頃着。空港には中国登山協会

から王海銀氏、通訳の趙建軍氏が出迎え。

成都への乗継ぎCA 4106便 (北京発17時55分 )

が遅れの為に、北京市内の北緯飯店へ。通訳が李

豪傑氏に変る。北京を23時55分に発つ。

7月 26日 成都 (準備 )

成都着 2時 30分。四川省登山協会の曽大逆副主

席、憑有栄女史、ゲニ隊の王馬特連絡官と胡徳友

通訳の出迎え。

午後、隊の準備がほぼ終了後、上記の各氏と江

硯都外事科長と私で打合せ。①雅江には入れない。

②雅江～理塘間は洪水の為に通行止め。詳 しくは

康定でとの事。他は問題は無かった。夕方、登山

協会主催の歓迎パーティー。通国英主席も同席。

7月 27日 成都―康定

戸定橋を過ぎ、大渡河から宣水河に入る付近で

康定登山協会の付法氏が出迎え。夕食後、登山協

会にて打合せ。周昌健主席、会計の黄占珍氏と先

程の付氏、王連絡官と胡通訳に1限)① 18日 に熱村

まで行き打合せをしてきた。②大雨による洪水で

成都～BC間概念図

成都

河

康定

貢吸山
△

7.556コュ

隊 員 構 成

隊 長  飛 田 和 夫

副隊長  永 尾  剛 士

隊 員  江 尻  健 二

遠藤  京 子

柴 崎  裕 代

林   清 剛

小 原  博

小 沢 隆 明

長谷川喜久男

伊 藤  哲 朗

安 田 素 彦

山崎 健 二 郎

飛 田 真 樹

(現地スタッフ)

連絡官  王  馬  特

通 訳  胡  徳  友

コック  朱  毅  平

(41才 )

(36才 )

(54才 )

(女 049才 )

(女・40才 )

(38才 )

(38才 )

(37才 )

(30才 )

(30才 )

(30才 )

(29才 )

(女 。14才 )

(31才 )

(41才 )

(32才 )

金
　
沙
　
江

曲

河
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庫ス甲中
5,60100

至理塘

格豪峰周辺概念図

更

5,5981n
●

5,7801o
●

●

5,5001n頃 肖才し

=酪
   ●

・・  5,807ェn
拉

多

霞兄

△
5,458m 格則

格 豪
▲

6,204m BC
希

曲南達

4,

雅江～理塘は通行出来ない。 したがって雅江～甘

孜～理塘になるが、雅江～甘孜間は連絡が取れて

通行出来るが悪路になり2日 間程かかる。甘孜～

理塘間は行ってみないと通行の不可は解か らない。

③雅江は入れない し、当然宿泊出来ない、の内容。

②について、甘孜～理塘間が通行不能の場合は、

甘孜付近の代替の山、チベットからの大迂回路の

提案をするが、当然なが ら全て難か しいとの事。

最終的にはその時に王連絡官と相談となる。

7月 28日  康定 一雅江

早朝、理塘か ら来たというトラック、情報を入

手 し、康定 ―雅江―下占 (テ ント泊)に なり出発。

雅江に入り、用事の為に人民政府に行 った王連絡

官によると、下占まではかなりの時間が費やされ

途中には食糧 も入手出来ず、宿泊 も出来ない。大

雨という自然条件で予定ルー ト変更になった為、

もし、よければ宿泊 しても良いとの事になる。宿

泊させてもらう事にし、招待所に入る。その後、

人民政府の 3名が訪ねて くる。

7月 29日  雅江一下占一理塘

雅江か ら雅龍江沿に下占、南下 して理塘へ。体

育委員会の韓茂全氏が待つ。連絡官、通訳と私で

打合せ。①四川省全体の大雨で道路が寸断、理塘

にも充分な補給がされてない。 したがって熱何で

の食糧は隊で準備してはしい。② 8月 1日 は理塘

で馬の祭り?が開催されるので、各地か ら多くの

人達が集まってきている。 トラブルが無いよう。

上記の件で充分なもてなしは出来ないが、歓迎 し

ます、との事であった。

7月 30日  理塘―熱何

種々あったが予定の日程で熱何入り。熱何区長

の阿岬彰措、書記長の日隆各氏と住民が出迎え。

理塘県体育委員会の韓氏は登山期間中も全て同行。

7月 31日 熱何 (高所順応行動 )

8月 1日  熱何～南達、ヤク19頭 、馬方 6名

8月 2日  南達～BC
8月 3日 ～13日  登山活動。帰路準備

8月 14日  BC跡 ～熱村、ヤク10頭、馬方 3名

8月 15日  熱何 (隊荷整理)

8月 16日  熱何 (自 由行動 )

8月 17日 熱何一理塘

8月 18日 理塘 ―康定

8月 19日 康定 一雅安

8月 20日  雅安一成都 (午後、隊荷の整理 )

8月 21日 成都

市内観光。夕方、HAJ主 催の答礼会を錦江飯

店で開催。体育委員会・登山協会の方々を招待。

8月 22日 成都 ―北京

北京の北緯飯店に入る。夕方、中国登山協会主

催の歓迎会、主席の史 占春氏、西蔵自治区体育運

動委員会主任の洛桑達瓦方々に招いていただ く。

8月 23日  北京一成田

JL 784便 (北京14時30分 )一成田18時 20分で全

員無事に帰国。

m
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柴 崎 裕 代

初めての海外・ ゲニ峰登山

日本 ヒマラヤ協会ゲニ峰 (未踏峰・ 6,204m)

登山隊は13名。内 3名 はBC迄。飛田隊長の娘の

真樹ちゃんも参加。真樹ちゃんは新聞でも取り上

げられる。ゲニ峰は成都からラサに通 じる川蔵公

路が、金沙江 (揚子江)に さしかかる手前の、理

塘～巴塘間の南にある。
′
86年 10月 の偵察の時の写

真では、東南稜が長い長方三角形を している。ど

っしりとして、象が寝ているようにみえる。

成 田 ～ 成 都

7月 25日成田を出発。北京に 2時に着く。空港

から市内に向う道路 は延々と続 く一本道。両側に

二重四重の街路樹が有り、緑がとてもきれい。市

内は人、人、人。 2連のバスも満員。 日本の通勤

ラッシュ並ち バスは道路を人の間をぬって走る。

北京は経度が日本より西にあるが、同時刻を使っ

ている。その為、夜の 8時でもまだ明るい。成都

への国内便が夜遅 く飛ぶので、天安門通 りを散歩

する。男性は、はだかが多い。セミが鳴 く。ズー

ジャージャージャー。鳴き声が日本のと違 う。大

きな太陽が人民大会堂の影に入ろうとしている。

23時55分発の中国民航に乗る。 2時30分に成都着。

夜中に飛ぶなんてビックリしたなあ。

成都飯店に泊る。 りっぱなホテル。だけど風呂

場のタイルがはがれていてどこかアンバランス。

ホテル前も人、人、人でいっぱい。女性の服装は

日本と変 らない。成都の人口は 500万 人。大きな

都市だ。車が少なく、人々は自転車に乗っている。

信号が無いので、車は人の間を抜 って走る。今日

は成都にデポしていた装備の梱包と食糧の買い出

しに行った。道路に山のようにスイカが積まれて

売っている。 ラクビーボールのような形、切った

のも売 っている。スイカを食べながら歩いている

人 も多い。

自由市場と政府の市場で買物をする。品物は豊

富で、特に自由市場は活気があった。自由市場は

場所代を役所に払って、品物は自由に売るとか。

インゲン、キャベツ、 トマ ト、玉ねぎ、なす、冬

瓜、赤大根を買う。官製の方では缶詰類、乳製品、

香辛料を、今日から四川登山協会の王さん、通訳

の胡さん、コックの朱さんの 3名が私達と行動を

共にすることになった。昼食を食べた。豪華な中

華料理だった。

「わあ、すごい」

「 (値代は)全部で 100元 ぐらいです。こんな

料理は私達でも食べられないですよ」と胡さん。

胡さんの本職は大学の教授で給料は90元 とか。私

達は毎日、こんな豪華な食事をする事になった。

四川省は ｀
食の四川

〃
といわれる。家庭では、朝

はおかゆか包頭、昼はうどん、夜はスープの他に

四品おかずがつく。給料の80%～ 90%を食べて し

まうという。

ジープで 4日 間の旅

成都から車の旅が始まった。康定迄 370 km。 13

時間走って、チベット族の多い康定に着いた。農

村地帯を通ってきた、畑には山の上迄、 トウモロ

コシが植っている。ナス、枝豆は日本と同じ。ど

こに行っても町に並木がある。その為、町の印象

深みのあるものにしている。工場の トイレに寄る。

録コ
Ｅ

二
二
ロ

■
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「王さん、工場の勤務時間は何時ですか。」

「 8時から12時 です。そして、 2時半迄休みま

す。そして 6時迄です。」

宣水河という激 しい流水の河が、集落のそばを

流れている。落ちたら助か りそうもない。中国の

人に聞いたら、やはり落ちて死ぬ人が多いとか。

流れが早 く、水量が多いのは山に木が少ないせい

か しら。

7月 28日 、康定から更に西に向う。チベット高

原のゆるやかな起伏の中を走る、ヤク、羊、牛が

放牧されている。 4,500mの 峠にも。川のそばに

石造 りのチベット族の家が建 っている。カラフル

な髪かざりをつけ、黒い長いスカートをはいた女性

がきれい。途中でマツタケを売 っていた。 4k9で

450円。雅江で調理 してもらう。マツタケ炒めを

沢山食べた。あ―、今でもヨダレが出る。チベッ

ト族は親 しみやすい。おばさんが車に寄ってきて、

私のメガネと自分の首飾りを取 りかえてくれとい

う。メガネが飾りに見えたらしい。これは断った。

雅江は、中国側の都合により宿泊出来ないとの事

だったが、何とか泊れることになったが、写真も

ダメ、町にも出ないことになる。

7月 29日 、雅江か ら理塘に向う。公路が洪水の

為切断されたので、北回りで理塘に向う。おかげ

で外国人が初めて入った土地を通った。得 した一。

しかもその道が花道なのであった。 4,000mの山

腹にヤナギラシの群生が赤い。針葉樹林帯の中を

走る。 3,200mの道端のよもぎ(?)に沢山のセミが

止まっていた。大麦、ソバ、ジャガイモ、ソラマ

メが植 っている。理塘は昔か ら町の奪い合いをさ

れた所 らしい。草原の中の素適な町だった。

7月 30日 、ジープの最後の日。理塘か ら熱何に

向う。途中、 4,600mの 峠でゲニ峰の下の方が見

える。道路は悪く、ガタピシゆられて疲れて しま

った。昨 日引き初めた小カゼが続いて、鼻声、寒

気がする。

熱何は谷合の小さな集落。電気は無い。地区の

区長さん も民族服を着たチベット族。荷物の荷降

しを町の人が手伝って くれる。私達の到着を総出

で見ていた。

|

―
．
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今日から隊付 コックさんが料理を作る自炊にな

る。夕食後、洗い物をしていると、子供達がとん

で来て、ビールの空缶を持っていった。金物がめ

ず らしい。中国語 (漢語)がここでは通 じない。

7月 31日 。午前中、熱何から4,050mの 峠迄歩

き、高所順応に向う。峠から明日からのキャラバ

ンのコースが見える。右下に部落、左前方に部落

が見える。道は花の群生でゆるやかな草原が続い

ている。ゆっくり歩いて高所順応を行なったので

下りは息苦 しさはなくなった。夜、鼻水治る。

キ ャラバ ンが 始 ま る

8月 1日 、朝 9時過ぎ、キャラバンに出発する。

キャラバンはチベ ット族の馬方 とヤクと馬と一緒

に進む。まるで西部劇のよう。昨日の 4,050mの

峠を越える。 ジグザクの道を川に下る。その時、

ヤクの一頭が暴走を して、荷を振りすててしまっ

た。皆で、ころがったジャガイモを探す。川沿い

の格則部落で昼食。黄色い花畑に囲まれた部落。

7人 しかいない。

ここから先は外国人は初めて。黄色い花畑が延

々と続く。一登 りして 3,800mの平 らな草原に出

た。池もある。四方は、氷河の後を残す山々がそ

びえたつ素晴らしい所、西の端にゲニ峰が。この

世のものとも思えない素晴 らしさだった。

「隊長、今迄にこういう所が有 りましたか ?」

「見たことないね」

「九回の遠征でもですか」

「そうよ」

翌日、BC決定の為に先行 した隊長か ら無線が

入った。

「エーノ、とても素晴らしい景色です。 もう山

に登 らなくとも良い気分になってきま―す。」

クライマーの隊長の言葉に感動 してしまった。

下 った川沿にもチベット族の部落があった。橋の

そばに住民が現れた。初めて見る外人だったのか

しら。素足の子もいる。南にまわって南達に着 く。

18時 20分。長い行程だった。集落はない。草原の

中にテントを張って寝る。日の前にゲニ峰がどっ

しりした姿を見せている。氷河がある。山腹も氷

河に削られた後がえぐられている。

8月 2日。 BC地を探す為、先発隊が出発する。

遅れて南達を出発する。緩ゃかな尾根を登る。一

端湿原に下 りて、ゲニに続く尾根の末端にBC地

が決った。 4,200mの 所だ。20人用の大きなテン

トを中心に 8張のテントを張る。安全祈願をする。

馬方の中にラマ教のお坊さんがいて、お教をあげ

ていただく。昼間は太陽が頭の真上から差す熱さ。

夜はヒョーが降り5℃迄下った。

(登山活動は別項参照)

帰 路
BCを 撤収する

8月 14日 、BCを撤収 し9時 30分にBCを後に

出発する。雨の降る19時30分 に熱何に到着する。

真樹ちゃんは強い。ザックを最後迄 しょっていた。

15日 、久 し振りの晴。ぬれたテントや装備を乾か

す。うれしくなって大量の洗たく、やりすぎて気

分が悪 くなってしまった。夜、村の人達が交換会

を開いて下さる。チベットの歌と踊りを一緒に踊

った。 16日 は自由行動日。馬方を雇って林Drと 峠

の上部 4,500mの ガレ場に登っていった。馬 2頭

と馬方一人で70元だった。蝶のバルナシウスが飛

ぶ。インペラ トールが大きな羽根を開げて、なん

と優雅に飛んでいたことか。低いかん木に小さな

セミが鳴いている。 4,500mの セミはめずらしい。

他のメンバーは峠でゲニの山頂が現われるのを待

っていたという。 とうとう頂上は見えなかった。

8月 17日 、雨の熱何を出発する。山道の所々が

ぬかるんで荷を積んだ トラックがはまってしまう。

ロープをつないでジープが引き上げる。チベット

草原を走る。花畑が色あせて、夏の過ぎゆくのが

わかる。14時半、理塘に着 く。皆で近 くの温泉に

行く。温泉は日本の東北の共同湯のようだった。

温泉に入れて、久 し振りに日本式の湯につかれた。

温った。

温泉から出た後に、ラマ教の宮殿を見学に行 く。

町を見おろす高台にあった。宮殿の内は色彩がと

てもきれいだった。文革の時にこわされ、今も作

り直しているところだった。

8月 18日 、前日食べすぎて胃が炎症を起す。

「初めて具合が悪 くなった」、 と他のメンバーに

笑われる。私は、他の人が馴れない食事や疲れで

下痢をしたり、高山病が出ても、体の具合が悪 く

-6-
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なることも無かったので、

「チベットに住める」

「瞬発力は無いけれど、持久力はある」とほめ

られていた。

理塘から康定へ。切断されていた道路は開通 し、

修理が続いていた。本当の手仕事だ。 4,500mの

峠を 3回越える。 ミニヤ・コンカが見える。康定

に着 く。町を見学する。映画館の前に沢山の人だ

かり。古いポピュラーソングがボリュームいっぱ

い流れていた。

8月 19日 。康定から雅安に。戸定橋でお昼。大

渡河が流れている。紅軍記念碑を見学する。ここ

は、紅軍と砦介石軍と激 しい闘いがあった所。敵

軍に橋を壊された紅軍は、クサ リを伝って犠牲者

を出しながら河を渡 り、進んだのだった。途中、

トウモロコシが茶色 く枯れている。ここにも夏の

終 りがある。18時30分雅安に着 く。雅安は山と川

の有る落ち着いた町だ。

今日は小沢隊員の誕生日。中国側からお祝いの

ケーキが贈られる。鯉の丸揚げのごちそうでお祝

い。

8月 20日 、ホテル脇の川に沿って、朝早 くから

人々が椅子に腰をかけ、お茶を飲んでいる。雅安

から成都に向う。のどかな田園風景の中を走る。

林があって川にアヒルが泳いでいる。昼頃、成都

に着 く。錦江飯店に泊まる。一流のホテルで日本

だ ったらとても泊れないところ。胡さんが「ここ

の泊 り賃は 100元位ですよ」。 胡先生の給料が90

μ:Z夕
“
″ グ

“
元だか ら・・・。ホテルのお風呂はきれいだった。

午後、装備のデポ品を四川省登山協会の倉庫に

戻す。これで明日は、一日観光ができる。

8月 21日 、ホテルから車の渋滞の中を動物園に

向う。パ ンダを見る。15頭位いるらしい。屋外に

パンダはいた。汚れたパンダもいいね。特産品の

工場か名所旧跡を案内 してもらう。おみやげも買

った。夜は四川省登山協会への返礼 レセプシ ョン

を隊が開 く。歌を沢山歌 う。ホテル前の路上に、

掛軸が並んで売られている。林Dめ 値ゞ切るのがお

もしろい。中国人は人民券を使っている。外人は、

兌換券を使 う。兌換券は輸出用の良い品物が手に

入るらしく、中国人は欲しがる。 ホテルの前には、

兌換券を人民券と取 り替えて くれと寄 って来る。

8月 22日 、暗いうちにホテルを出、成都空港に

向う。中国側の 3名 ともお別れだ。昼前に北京に

着 く。午後は買い物、前門にある絹の生地屋に行

く。絹一着分が40元。

夕食は、中国登山協会が招待 して下さる。おい

しかった。

8月 23日 、いよいよ帰る日だ。午前中、故宮見

学をする。清朝時代の壮大な建物だ。大きな建物

の門を何回 もくぐる。最後に西大后の寝室のある

室にたどり着 く。白いベットは今も生々しかった。

私蔵 した宝石も公開されている。清朝の権力が う

かがい知れる。14時 30分 、空港を発つ。

中国の滞在は終った。 18時すぎ成田についた。
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飛 田 和 夫

未踏のゲニ峰のルートとして、東南稜 (下部は

ガラ場 ?。 5,000m付 近よりは 2～ 3ケ所のギャ

ラをもつ雪稜とナイフリッジ、その間に 2ケ所程

の岩稜によって形成 )、 南稜と命名したルー トは、

偵察の写真からわずかに見られるだけだが、下・

中間部は岩稜で上部にいたって緩かな雪稜にうか

がえた。

東南稜、又は、南稜のいずれかのルー トにする

か、そのルー トに適 したBCを決定する為に、 8

月 2日 に飛田 。伊藤・山崎と案内人の馬方の 4名

は南達のキャンプサイトを先行 した。

5,000m付近より上部は黒 く厚い雲におおわれ

ている。草原の丘陵を越すと神秘的にたたずむ草

原帯が横たわっていた。草原帯は 1本の水流が流

れ付近は地塘になっており対岸の BC予定地まで

は渡渉となる。

ルートについては、昨夕の南達で、東南稜を望

む事が出来、近づ く程に弱点をみいだす事が出来

ていたが、 もう一本のルー ト・南稜を偵察に上流

に入るが、地塘、ブッシュ帯、ガラ場における落

石とブロックの崩壊、さらにCl予定地上部での

荷上の問題等を考慮し、東南稜に決定する。

南稜の右手にガスの間に間にスッパ リと切り立

つ岩峰が印象的、この付近の地形をものがたって

いた。1984年 に中国・雲南省の玉竜雪山に行った

が、南北に走る横断山脈の一部であるゲニ峰 も、

同様の様な山容になるのだろうか。

BC予定地に戻り本隊を迎え、BCの設営、安

全祈願の後に、登山に関 して打合せをし、チーム

の構成を発表する。

A隊、 (L)飛田、伊藤、山崎

B隊、 (L)永尾、小原、小沢

C隊 、 (L)遠藤、柴崎、長谷川、安田

8月 3日 、A隊は全員に見送 られルー トエ作ヘ

出発。丘陵の草原、樹林帯、草付の下部を抜けて

登って行 くと、上部は完全な岩、岩、岩の世界に

入る。途中、一本の老木が時の流れを見つめるが

ごとく立ち、初めて対面 したであろう外国人の私

達に何かを語りかけているようだった。中間部に

1本の沢が流れていた。上部は見渡す限りのガラ

場なので反対側は上部からの雪面が横たわってい

るのだろう。BCか らも望めた双子峰の岩峰から

右手に伸びる岩稜の最底 コルロ指 し右上するが、

所々、自分の意志 とは別に、勝手に動き、何度 と

なくスネを痛めつけられ、うずくまる時間が長 く

なる。が、所々に顔を出す青いヶシの花が痛みを

いや し、気分をいや してくれる。

コルから上部は、傾斜 も緩み意外と広くなるが、

何 とも積み重なる岩、岩には疲労が増 し、さらに

濃いガスに歩みを止められてしまう。

全体の感 じから、 Cl予定地と思われる付近で、

BCから同行してきた犬のコロ(私達がコロと名付け、

何度となくコロと呼んでいるうちにすっかリコロ

になりきっていた)と 昼食をしていると、ガスが

切れだし、一段下った所に湖水が表われてきた。

左に縦に顕著な節理の入る双子峰の岩壁、右手に

はガレ岩の上に懸垂氷河の末端が横たわっている。

その中間となるコルには岩稜が横たわり、黒く汚

れた雪面が見える。 コルの下には 1本の流れが見

える緩かな岩壁が形成、その下部は丁度左右から

の落石が集まる沢になっていた。その付近から一

条の流れが段差をもって湖水に注いでいる。一連
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ルー ト概念図

ゲ ニ

格裏
6.204m

Cl
(5,000m)

,゛´

を見渡すと完全な野外音楽場の様だ。 どこに目を

転じて も、岩、岩、岩の殺風景で、心をいやす場

所であろうはずがない。

付近を偵察後に、湖水から一段上 った所をCl

にする事にし、帰路、ケルンの数を増 して BCヘ

帰幕 した。一応Cl上部へのルートも確認出来、

幸先のよいスター トになった。BoC隊 はBCの

補充と隊荷の整理をする。

BC(4,200m、 8時出発)～ Cl予定地 (約

5,000m、 11時30分 )

8月 4日 、A隊はclへの荷上げと上部のルー

ト確保。 B oC隊は順応を主体とした荷上げ。ケ

ルンと標識布の補給を しながらClに入る。テン

トサイ トの整地をしていると順次隊員が上 って来

る。一歩一歩が自分の最高高度の獲得。

Cl上部へはガスの為に行動出来なかったが、

わずかの時間に上部へ、ガレ沢のどんづまりまで

達すると右上する棚が確認出来た。問題は左右か

らの落石、右手のブロック。

BCに 下降すると伊藤が風邪の為に38.2℃ の熱

との事、 A隊からB隊へ、小原をA隊に変更する。

8月 5日 、悪天候が続き、何となく気分が沈む

が、サー・イクゾーと′

遠藤、柴崎を トップに行動開始 し、順次 BCか

ら荷上げに出る。江尻、林、娘の真樹 と中国側 3

名に見送 られて、A隊の 3名 はBCか らClに移

動 した。またしてもClで濃いガスの為に足止めを

させられてしまう。が、わずかに回復 と同時に、

とにかくコルまでのルートエ作に出発する。岩、

岩 と重なる沢をつめ前 日の地点に達 し、ガラガラ

とした右上する棚を登るが、頭上には懸垂氷河の

末端が不気味に横たわっている。途中から段差の

もつバンドに入るとホットする。コルに達 し、傾

斜の落ちた岩稜を右上すると、Clを 出発 して唯

一安全で気の休まる所になる。意外 と早く雪面に

出た手持ちのフィックス2Pを雪面 に伸ばすが、

黒い雪の下は氷。スノーバーは利かず。

Clに下降した直後、16時 頃より急に強雨。 B
oC隊は荷上をすませ、BCへ下降 した。ヽ

8月 6日 、雨は降り続く。落石もそうだが、懸

垂氷河の崩壊も頭か らはなれない。 7時の定時交

信でClへ移動 してくるB隊にテントを安全と思

われる湖水付近に移動する様に依頼する。朝食を

していると落石の轟が全体をおおう。ボンヤ リと

見えるのだが岩雪崩が発生 している。 しかもルー

ト上だ。連 日の降雨によってバランスが崩れてい

るのだろう。そうなると一層現在のキャンプサイ

トさえ不安になって しまう人間の弱さがある。間

断なく続 く落石の為にルートエ作は無理なので、

テントの移動をする。

B隊の永尾、伊藤はClへ。小沢は不調で途中

からBCへ下降、C隊 の遠藤、柴崎は休養、長谷

東峰
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▲キャラバン初日。南達手前か めたゲニ峰。

偵察の写真 (東面)か ら見る遠景とはだいぶ様相が違 っていた。東南稜も以外と時間がかかりそうだ。

川、安田が荷上げを行なう。

8月 7日 、昨夜か らの雨は 7時の交信時に ミゾ

レ、す ぐに雪に変った。 A・ B隊の 5名でルー ト

エ作に出る。すでにルー ト上は白く雰囲気が違っ

てくる。右上する棚は落石とブロック崩壊の為に

荷上ルー トとしては不都合となるので、岩壁にフ

ィックスエ作を小原、山崎に頼み、飛田、永尾、

伊藤は前回のルー トか ら最高到達点へ。 4P伸ば

すと完全なホワイト・アウトになって しまう。下

部から生温たかいような微風が顔をなで、付近は

何 も見えず、何となく踏み込んではいけない場所

に入って しまった様な薄気味悪 くなる。回復もし

ないので下降する。次第に風が伴なってきた。

この間、BCは私達の行動を危具し、10時30分

頃よりBCか らClに向けて 2人を緊急行動をさ

せていた。 7時の定時交信後、悪天により行動に

ついてコンタクトする為に 8時 に再度する事にし

ていたが、 9時 も10時 も交信がつかずに、やっと

12時 に交信できた。昨日の岩雪崩と連日の悪天気

はBCにいた隊員にも計 り知れない心苦となって

いた。

単身吹雪の中をClに急下降 し、途中までCl
に上って来る長谷川、小沢を迎えた。 しばし休息

の後、BCへ下降 していった。

安堵 したBCではギョウザ作りをしているとの

事、明日はギョウザが食べられそうだ。

8月 8日 、今朝は霧雨で一面の濃いガス。ルー

トエ作は不可育魔 水流は、又、 ミルク ●コーヒー

の様に濁ってしまった、崩れているのだろう。昼

頃になってポッポッと雨がくる。雨になるとわず

かに視界が広がるので急拠出発。残された日程を

考えるとどうしても今日はルー トを伸ばさなけれ

ばならない。が、結果は前日よりも悪く、私達の

行為は実を結ばなかった。

Clに戻ると、 C隊 と小沢も上 って来ており、

テントの数 も増えた。登山隊員10名が揃った。

〔ミィーティング〕

。現在のルー トは、約 5,300mま で

。タクティックスを再度見直 しを しているが、残

された日数を考えると、現段階で もアタックメ

ンバーは 1～ 2隊、他はサポー ト隊になる。

。その計画も明日か ら好天になった場合である。
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だが、残された登山期間中に好天になる可能性

は非常に薄い。 と、いう事は未踏の頂に立つ可能

性は薄い。まだ隊員に言 うべき事ではないかも知

れないが、やはり現状を把握 して もらわざるを得

ない。そして、今回ゲニに参加 したメンバーを考

えた時、ゲニに立つ可能性が薄いので、他のピー

ク (5,000m位のピーク)に転進 してはどうか、

と、隊長の私か ら提案をする。

種々、話しが出され、他の ピークでも立ってみ

たい。他の地域 も歩いてみたい。 とにかくゲニだ

けで計画を進めたい。出来る事なら隊長だけで も

立 ってもらいたい。等々出されたが、最終決定は

隊長が下す事にした。

私自身は、日本 ヒマラヤ協会は長年に亘 り、国

際交流による地道な活動を築き上げる事により、

中国でも数峰の未踏峰の許可をいただいている。

今回のゲニ峰も同様にして星霜を重ねての許可で

あり、さらに、私自身にとっても、新たな転機で

のスタートとして取組んできたので、隊員のゲニ

で遂行 したいという新たな意志のもとに残された

知い期間であるが全力を注 ぐことにした。明日の

行動は、ルー トエ作隊と順応行動隊で時間のゆる

す限り上部に達 し、全員BCへ下降。翌日の休養

をはさみアタック開始とする計画を立てた。

だが、 神`の山・ ゲニ″は、私達の新たな意欲

を全て消滅させて しまう結果が生まれて しまう。

8月 9日 、昨夜は久 し振 りの雨音を聞かずにす

んだが、朝、テントから出ようとすると重い、何

と雪が降 り続いていた (7時、17m、 RCで は 5

m)。 濃いガスも漂い、本日の行動が不可能にな

ってしまった現在では、残りの登山日数から考え

ても、アタックを断念せねばならなくなってしま

った。自分自身でもわかる程に過激な考えを押え

ての判断を下さなければならなかった。又、直感

で、この降雪は何 日か続 くようにも思えた。ゲニ

峰に最後のとどめをされて しまった。

Clを撤収 してBCへ下降する。

9月 10日 、休養

9月 11日 、雪の降り続 く中を、飛田、永尾、小

原、長谷川、伊藤でClに キャンプサイ トの整理

と荷下げに行 って来る。 Cl付近の積雪は約55cm。

双子峰の岩峰からは、ひっきりなしに雪崩が落ち

ていた。

BCに 休養 した翌日か らでも好天になれば、ア

タックしようと過激 ?な考えをもち、タクティッ

クスも検討 していたのだったが、すべてが自い雪

の中にかき消されていった。 これで良か ったのだ

ろうか。
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格 豪 峰 敗 退 記

山 崎 賢二郎

南達から見上げた格豪峰は、遠景とはうって変

って荒々しい表情を見せていた。

Cl予定地の 5,000m付 近には巨大な城塞のよ

うに懸垂氷河が立ちはだかり、その上部は雲の中

に消え入っていた。想 っていたよりもずっと困難

な様相に、果たして、頂に立てるだろうかという

不安が心をよぎった。 しか し、この山を真近か ら

このように比較的はっきりと望め得たのは、これ

が最後で、しか も下半部のみであった。16日 間の

キャラバンも含めた登山期間中、 1度 もその山頂

を見ることす らもできなかった。

実際の登山活動は、連日降り続 く雨と雪の中で

思ったように進まない。 5日 間滞在したClのテ

ントの中では、ルー トエ作に上 っていた 3人が毎

朝眠を覚すごとに溜め息をもらし、神経は段々と

ピリピリと音をあげてくる。それでも、まだあと

幾 日残っていると互いに心を安げようと冗談を飛

ば したりもするが、天気は次第に悪化 してくるば

かりである。少 しでも晴れ間があれば良いのだが、

ひっきりなしに雨と雪が降 り続 く。最後には雨に

よってわずかに視界が広がった中を、ルートエ作

に出発 したが 2回 とも全く視界を得ることができ

ず成果をみることができなか った。おまけに全身

ずぶ濡れになった。テントの外では、毎日岩崩れ

の音が響いていた。

この登山は、私にとって初めてのヒマラヤであり、

次への想いも含めて、重大なものであったのだが

残念乍 ら、登頂を果せずに終って しまった。 しか

し乍 ら、この登山全体が失敗であったとは思わな

い。同行された連絡官の王先生、通訳の胡先生、

そして、コックの朱先生 らとは非常に楽しく過さ

せていただき大変お世話になった。又、運転手の

方々の尽力にも感謝 しなければならない。さらに、

中国登山協会の方には、格豪への路々お世話にな

り、この登山の敗退に対 しても格別の御配慮をい

ただいた。

色 々な ものを学ぶ ことのできた 1ケ 月間であ っ

たと思 う。 これ らの多 くの方々に心か ら感謝いた

します。 もし、又、可能であればもう 1度中国を

訪れ、格豪峰に、そ して多 くの山々にも挑戦 して

みたい。

ありがとう、ゲニ

(通訳)胡   徳 友

私は四川大学日本科の教師です。今年の夏休み、

おかげさまで日本 ヒマラヤ協会ゲニ峰登山隊の通

訳として、連絡官の王馬特さんとコックさんの朱

毅平さんとともに、飛田和夫隊長さんを始め、13

人の日本の方々と約 1カ 月間を過ごす ことができ

ました。 1カ 月と言えば短いですが、しかし、こ

の 1カ 月での経験は一生忘れがたいもので、13人

の日本の方々は一生忘れがたい人たちです。

少年時代から丘陵地帯を離れて、ずっと単調な

成都平野で20余年を過ごしてきた私は、山が好き

で、一度でもいいか ら、どうしても高原と山間地

帯へ行ってみたいと願 っていました。ですから、

私にとっては、今度与えてくださったこのチャン

スは願 って もないもので した。

映画やテレビで しか見られなかったチベット族

の牧畜民のテントや、牛、やく、馬、ひつ じの群

れなどが点在 し、花の海のように美しくて果てな

い草原と、子供時代に「康定情歌」という歌で知

っていた有名な「胞馬山」とを見ることができた
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時、「二郎山を歌 う」とい

う歌に「高万丈」と歌 って

いる「二郎山」を車で実際

に越えていた時、夢でも見

た、赤軍の英雄たちが命を

かけて敵軍の手から奪い取

った戸淀橋をバックにして

写真を撮った時に、これか

ら成都平野に閉 じこめられ

て一生終えても遺憾ないと

思うほど感慨無量で した。

特に、広々とした高原平野

の、色とりどりの花一面の

草地にある湖の傍に立 って

見えた太陽に輝いていて、鴛え立っているゲニ峰

を始めとする六つの 5,000m以上の雪山が、なお

さら忘れがたい存在です。

7、 8月 と言えば、成都では最も暑い時期なの

に、ゲニ峰の海抜 4,000mも あるふもとでの半カ

月ぐらいのテント生活は、ほとんど成都の人びと

が憧がれている大雪が降っていた冬の生活で した。

そうかと思うと、短いですが、顔の皮までむける

ほど日が強かったり、大雨や雹まで降ってきた真

夏、小雨がしとしとと降りつづいた涼 しい秋のよ

うな気候も体験もしました。そのため、わたした

ちテ ントに残るものの活動範囲は、死刑にされた

犯人の牢房よりも窄いとコックさんの朱さんがよ

く冗談するほどの 2・ 3ぽ ぐらいで した。 しかも、

立てばテントが低いので背一杯伸びることができ

ません し、座ろうとすれば、水一杯溜っているの

でろくに座れません。 しか し、その時、中国、日

本もしくは、全世界の都会の人のうちでも、わた

したちしかこんな体験をすることができないかも

知れないと思うと、む しろ自慢に思っていました。

少なくとも私にとっては、一生またとない体験で

あるかも知れません。

ところが、「人は心の通 う友人に逢 うと千杯飲

んでも少ないと思い、話が合わないと半句言って

も多すぎると思う」というように、もし、一生忘

れがたい立派な人間と一緒でなかったら、どんな

に憧がれて、美 しい所に来ても、以上のような感

慨がどうしても湧いてこないで しょう。

▼BC(メ ステント内で、中央が胡徳友氏)

今回、おともさせていただいた日本の13人の方

々が立派な方々はかりであるだけに、彼たちによ

って出来たゲニ峰登山隊は、日本各地から集まっ

てきた、もともと知り合いでなかった団体だとは

思えず、むしろ、一つの睦 じく幸わせな大家庭の

ように思われます。この幸わせな家庭のメンバー

としての一人びとりの顔は、いつまで も私の顔に

消えないで しょう。

その旦那様に嫉妬心を起 こす ぐらい、賢 くて、

皆の食事のために毎日忙 しがっている美人の柴崎

さん、食事まで忘れてしまうほど、山の好きな女

性の豪傑と私たちに称されている遠藤 さん、ほか

の子供で したら、またお母さんのふところであま

えるだろうに、皆に負けないように頑張り通 した

隊長さんの14才のお嬢さんの真樹ちゃん、男らし

くて、どこか中国の男性の性質によく似ている体

の大きい小沢君、兄弟のために自分のすきな事業

まで犠牲に した眼鏡をかけている美男子の山崎君、

会食でお酒を飲むと、中国の朱さんと一緒に騒ぎ

出 して愉快な雰囲気を作 り出し、いたず らずきで

すが、聡明で、前歯一つ抜けた伊藤君、まだ若い

のに、ひげが濃いだけに皆におじさんと呼ばれ、

隊長さんをお父さん、お父さんと大声で、したし

そうに呼んで冗談 していた小原君、学生のために、

高原の花の写真を夢中に撮り、皆の栄養のために

精一杯 していた、おだやかな性格の持ちぬ しの安

田君、学校の先生ではあ りますが、踊 り出すと先

生か学生か見当のつかないぐらい、きっと生徒に
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▼中国側の 3名 、左より王・胡・ 朱の各氏

すかれているに違いない長谷川君、二人の可愛い

男の子のお父さんで、チベット族の馬方にまで親

切に病気を直して くださった林君、無口で、慎重

に見える副隊長の永尾君たちがお互いに助け合っ

て、 ｀
大家庭

″のために一生懸命働いているのに

私たち中国の二人が感心させられました。そして、

この家庭の ｀
家長

〃に当るのは、迫力があり、決

断力に富んでいる登山家の飛田隊長さんで、この

｀
家庭

″
を完璧にさせたのは、いつも皆に楽 しま

せたりしていた、おじいさんに当るやさしい江尻

先生です。

冬の生活をしていた夏休み、忘れがたい体験、

忘れがたい人たち、ありがとう、ゲニ′

一九八七年八月

〔天気概要〕

登山隊員募集

― ゲ ニ峰 (6,204m)・ 未踏 峰 ―

今夏、悪天候に阻まれて断念となりましたゲニ

峰 (四川省海子山塊)へ、明月、再度、登山隊を

派遣する事になりました。

本年度の失敗を教訓にし、時期の変更、ルート

の再検討等を重ね、再度万全の体制で挑みます。

1988年 5月 ～ 6月  (約45日 間)

6名

70万

冬山経験 4年以上のHAJ会 員。会員

外の希望者 は別途協議致 します。

HAJ事 務局まで

定員になり次第〆切 ります。

時  期

募集人員

負 担 金

資  格

申込み先

〆 切 り

1日  朝 曇

昼 にわか雨

夕 曇

夜 強雨 (雷 )

5日  朝 7時頃止む、ガス

昼 曇～雨～曇  (Cl)
タ ー時青空、～雨 (Cl)

夜 雨      (Cl)

9日 朝 雪

昼 雪

夕 雨

夜 雨

(Cl)

(BC)

2日 朝 曇

昼 曇～雨～曇

夕 曇～雨～曇

夜 強雨 (雷 )

6日  朝 雨

昼 雨

夕 曇

夜 雨

(Cl)

(Cl)

(Cl)

(Cl)

10日  朝 曇～雨

昼 雨～雪

夕 雪

夜 雪

3日 朝 雨続 く、アラレ

(BC)昼 曇 (展望有り)

夕 曇

夜 強雨 (雷 )

7日  朝 雨

昼 雪

夕 雨

夜 雨

(Cl)

(Cl)

(Cl)

(Cl)

11日 朝 雪

昼 雪

夕 雨

夜 雨

(Cl)

4日 朝 雨続 く   (BC)
昼 曇～雨

夕 雨      (BC)
夜 雨 (雷鳴らなくなる)

8日 朝

昼

夕

夜

霧雨、ガス

霧雨、ガス

雨

=曰

12日  朝 雨

昼 雨

夕 雨～曇

夜 雨

-14-

■■|■・
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《パキスタン》

《|ネ パーール 》 K2で東洋大隊遭難

ガウ リサンカール登山禁止

ネパール観光省では、ロールワリン山群の盟主

ガウリサンカール (7,134m)を 今秋から登山禁

止にすると発表 した。

登山禁止の理由、期間などの詳細は不明。

同峰とマンルン・チューを扶んで対峙するメン

ルンツェ (7,181m)は 、今春から中国でオープ

ンとなっている。

秋 の ヒマ ラヤ 登 山隊

ネパール観光省の発表によると、このポス ト・

モンスーン期にネパール・ ヒマラヤを訪れる登山

隊は、17ケ国から55隊で、32の高峰に挑む。

国別では、フランス隊の11隊が最も多 く、つい

でアメリカの 7隊、スペインの 6隊、日本、オー

ス トリア、スイスの各 5隊が続き、さらにイギ リ

スの 4隊、オーストラリア、イタリアの各 2隊で、

その他、ブルガ リア、ベルギー、韓国、オランダ、

ニュージーラン ド、ポーランド、西 ドイツ、ユー

ゴスラビアが各 1隊 となっている。

この秋の日本隊は以下の通 り。

○ダウラギリI峰 (8」 67m)

福岡登山研究会ダウラギ リI峰登山隊 (三苫達

久隊長ら5名)は、北東稜に挑む。

○アンナプルナⅡ峰 (7,937m)

岡山アンナプルナⅡ峰南西壁登山隊 (近藤国彦

隊長ら2名 )は、南西壁に挑む。

○マナスル (8,163m)

青森県山岳連盟マナスル登山隊 (松島静吾隊長

ら14名 )は、1985年に断念 した東稜に再戦する。

○ガネッシュV峰 (6′ 986m)

福井山岳会ネパールヒマラヤ登山隊 (牧野治生

隊長ら8名 )は、南稜に挑む。

○プモリ (7,161m)

境町山の会プモリ峰登山隊 (大橋良雄隊長 ら9

名)は、南稜に挑む。

今夏、K2(8,61lm)の 南東稜に挑んだ東洋

大・
′パキスタン山岳会合同登山隊 (大滝憲司郎隊

長 ら19名、日本側隊員12名 )は、 8月 24日 に鈴木

章登攀隊長 (32)、 斎藤文秀隊員 (31)、 パキス

タンのシェア・ カーン副隊長 (33)の 3名 が頂上

アタックに向い、約 8,350mの地点まで達 したが、

強風のため登頂を断念。下山中、 8,100m地点で

鈴木登攀隊長が転落、死亡 した。遺体は 9月 4日 、

ヘリコプターでベースキャンプに収容され、茶砒

に付された。

今年、K2に は東洋大の他、高山研隊 (遠藤晴

行隊長、南東稜 )、 スイス隊 (Erhard Loretan

隊長、南壁 )、 フランス隊 (Rolland MaH龍 隊

長、南東稜 )、 アメリカ隊 (James Wickwire隊

長、南稜 )、  スペイン隊 (Alberto Posade Alo―

nso隊長、南壁)の 6隊が挑んだがいずれも悪天

候のため断念 している。

《イン ド》

HAJ女 性隊、ヌン登頂

今夏、カシミールの盟主、ヌン峰 (7,135m)

に挑んでいたHAJ女 子 ヒマラヤ登山隊 (木下祥

子隊長 ら5名 )は、 8月 27日 に西稜からの登頂に

成功した。

同隊は、 7月 26日 に日本を出発 してデリーに向

った。デ リーでの出発準備を終えた後、空路スリ

ナガールヘと飛び、スリナガールからは車でカル

ギル経由でタンゴール村へと入った。

8月 4日 に B oC(4,100m)を 建設 して登山活動

を開始 した。 5日 に C・ 1(4,800m)、 8日 にC・ 2

(5,300m)、  19日 に C・ 3(5,800m)、 24日 にC・ 4

(6,300m)と順調にキャンプを展開 した後、27日

に小泉恵子副隊長 (33)、 員塚珠樹隊員 (26)、

高所ポーターの 3名が C・ 4か ら頂上アタックに向

い、12時 25分に登頂に成功 した。

(登山隊の報告は次号に掲載致 します。)
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■■IHOMALAVA NEWS

《中 国 》

チ ョモランマで防衛大隊遭難

チ ョモランマ (8,848m)の 西稜に挑んでいた

防衛大学山岳会隊 (有馬元治総隊長、川上隆隊長

ら30名)の横山正夫登攀隊長 (44)が 、9月 2日

Clか らBCに向けて下降中、東 ロンブク氷河の

高度 5,500m付近で渡渉する際に転倒、死亡 した。

横山登攀隊長は単独でClからBCに下ったカミ到着

予定時刻になっても帰着 しなかったため、捜索を開始

したところ、翌 3日 午前、遺体となって発見された。

同隊は、 7月 15日 に成田を出発、 8月 5日 にB

C(5,150m)を 建設 した後、 C・ 1、 C。 2と キャ

ンプをのばしていた。

尚、同登山隊は福楽動 (39)氏が登攀隊長とし

て指揮をとり9月 16日 より登山活動を再開 した。

《ブータン》

スノーマン 0ト レック禁止

ブータン観光省は、此の程、ブータンの観光規

制を発表 した。

ブータン政府の公報「クエンセル」に依ると、

ブータンの最高峰、ガンケル・プンスム(7,541m)

の登山と、ルナナ高地からニカチューヘと踏破す

る「スノーマン・ トレック」の トレッキングが本

年度から無期限で禁止された。

また、来年からは、一部の僧院や聖地などには

地元の巡礼者や参拝者以外は立ち入りが禁じられ

るとの事。

ガンケル・プンスムの登山禁止については、既

に「 ヒマラヤ」VOl.187で 紹介 した通 りである。

ガンケル・ プンスムのアプローチ・ルートもスノ

ーマン・ トレックの トレッキング・ルートも共に

高い峠を幾つも越えるなど地理的環境が極めて厳

しく、これ迄 もトランスポートなどに トラブルも

相次いでいた。今回の禁止措置をみると、結局、

新 しい山や トレッキング・ コースを開けてはみた

ものの リスクばかり大きく、西ブータンのジチュ

ダケのようにはいかなかったと云 う事であろうか。

中根 千 枝氏 に 国 際 交流 基 金 賞

我が国と諸外国との文化交流、相互理解に貢献

した個人、団体の功績を顕彰するため「国際交流

基金」 (佐藤正三理事長)が制定 している「国際

交流基金賞」の本年度受賞者に 9月 11日 、東大名

誉教授で民族学振興会理事長の中根千枝さん(61)

と米国コロンビア大教授ジェームズ 0モ ーレイ氏

(66)が決った。

中根さんはインド、チベット、日本の社会構造

の比較研究を通 じて国際学術交流に大きな役割を

果たした。モーレイ氏は日本外交政治史の研究者

として日米文化交流に貢献 した。

授賞式は10月 1日、都内のホテルで行なわれた。

中根 さんは、1985年夏、HAJの 派遣 した日中

婦人友好登山隊の総隊長として中国新彊・昆帯山

脈の麓、和田まで同行された。

前柴田会長を囲む会

本会創立以来20年 もの長い間に亘って会長を務

められた柴田前会長夫妻を慰労する懇親会が、 9

月12日 (土 )～ 13日 (日 )にかけて御岳山の名古

屋市民休暇村で行なわれた。

12日夜の懇親会では1960年代の外貨割当の厳 し

い時代にネパールの留学生を受け入れられた柴田

氏の民間外交の苦労話 しをはじめとし、数々の思

い出を語り合いながら20年間の歩みを振り返えら

れた。また、思い出話 しの中からHAJの 目指す

べき姿が熱 く論 じられるなど夜の更ける迄語りあ

われた。

翌日は、有志 4名が早朝、宿を出発 して御岳山

登山に向った。 11時 には田の原で再度合流 し、そ

の後、開田高原ヘ ドライブして、おいしい木曽の

手打ちそばを御馳走になって散会となった。

参会者は以下の14名。柴田金之助・君江、増田

秀穂、山田正弘、沖允人・道子、矢野郁雄、井関

扶、徳島和男、橋本広、丸山寛子、内田嘉弘、清

水澄、尾形好雄。 (敬称略、順不同)
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都岳連・ 海外登山研究会

海外登山を目指す人達に人気の高い恒例の標記

研究会が下記の通り開催されます。

記

日 時 11月 14日 (土)17時～15日 (日 )15時

場 所 国立オリンピック記念青少年総合センタ

ー (小 田急線参宮橋駅下車徒歩 5分 )

参加費 6,000円 (一泊三食付き、資料代)

定 員  100名

問い合わせ 東京都山岳連盟 

〒-150渋谷区神南 1-1-1岸記念体育館内

藤江幾太郎・ チャリテ ィ展

恒例となった藤江幾太郎画伯 (HAJ前監事)

のチャリティ展が下記の通り開催されます。

HIMALAYA NEWSI■■

ネパールヘ小さい善意を届けるため、「たたら

同人展」のコーナーで色紙、スケッチ、 ミニ油画、

陶版画などが出品されます。

記

日 時 11月 30日 (月 )～ 12月 5日 (土)

11時～19時 (最終日は17時迄)

会 場 日本橋アー トプラザ

東京都中央区日本橋 2-1-13

地下鉄 。日本橋駅下車 2分。

JR東京駅 0八重洲北□か ら5分

東京集会のお知 らせ

10月 の東京集会は、今夏、ヌン峰の登頂に成功

したHAJ女 性隊の報告並びにスライド観賞を予

定 しておりますので多数ご参会下さい。

日 時 10月 26日  午後 7時～

場 所 HAJル ーム

登山隊員募集

一果洛 山(5′ 369π )一未踏峰
星宿海からまし陵湖・部陵湖を経た黄河は、やが

て松藩草地で大湾曲し、北西へ流れて行きます。

流れを変えるやや南にひっそりと資え立つのが、

果洛山 (別名 。年保一日案 5,369m)で す。

青海省果洛チベット族自治州に属 しますが、東

はす ぐに四川省アパチベット族自治州に接 してい

ます。

近 くには、年保仙女湖などの名勝地があります。

許可が降りれば、帰路は四川省成都へ下山する予

定です。参加希望の方は、事務局までお申込み下

さい。

記

1.時 期 1988年 7月 24日 ～ 8月 22日 (30日 間 )

2.人 員 10名

3.負担金 65万 円

4.資 格 冬山経験 3年以上のHAJ会 員 (会

員外の希望者は別途協議 します。)

5.〆切り 定員になり次第〆切 ります。
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―

ヒマラヤ登山入門

●

外務省及び 日本大使館への登 山届け

インドの場合、登山許可取得に際 しては、ネパ

ールゃパキスタンのように (社)日 本山岳協会の

推薦状の問題がないため、外務省及び日本大使館

を通さず、登山隊が直接 IMFへ登山申請 して登

山することができる。

然 し、海外の山で遭難事故が起 った場合、一番

お世話になるのが在外日本大使館及び外務省領事

課である。従ってインド・ ヒマラヤヘ出かける登

山隊も出発前には必ず、外務省及びデリーの日本

大使館へ登山届けを提出してお くべきである。

届け出に際 しては、登山計画書、メンバー 0リ

ス ト、現地及び日本国内の連絡先を

明記 した緊急時の連絡網、それに念

書を添えて、遭難事故発生時におけ

る関係方面への連絡及び救助用ヘ リ

コプターの出動に関する便宜供与依

頼書 (願い書)も合わせて提出 して

おくべきである。

(外務省提出書類)

(1)和文計画書        3部
(2)英 文アプリケーション・ コピー

3部

(3)願 い書 (関係諸機関に対する便

宜供与依頼書)オ リジナル 1部

― 同コピー ー    3部

(4)念 書 (登山隊に関する一切の責

任を負 う旨を誓約する念書)1部
― 同コピー ー    3部

(送付先 )

〒100東京都千代田区霞が関 2-2-1

外務大臣官房文化交流部長 宛

003-580-3311 内線 2873

外務省宛願い書

イン ド ヒマラヤ編 (5)

(日 本大使館送付書類 )

(1)和文計画書・

(2)英文アプリケー ション・ コピー

(3)英文 メンバー リス ト・ コピー

(4)願 い書 (遭難事故発生時における便宜

供与依頼書)オ リジナル

ー 同 コピー ー

(5)念書 (登山隊に関す る一切の責任を負

う旨を誓約する念書 )

一 同コピー ー

(6)外務省に提出 した願 い書及び念書の コ

ピー

部

部

部

部

部

1部

1部

各 1部

日 本 ヒ マ ラ ヤ 協 会

〒160東 京1`'■区葛●5■ 3-23-1
.■ 1■ ,'1ビ 'レ

“

掲,
■鮨 栞軍(“)367-8521

*

1987年 7月 6日

外啓大臣官房文化交流部長 瞑

日 本 ヒ マ ,ャ 1嘔戻コ露顧F】
選 麟ハヤコ劇

lil:lilil:|.il:|:|!||:||:|:|::||

会長代行

原頁 い ■F

今餃、本会は別添計画書のとお り、1987年7月 にィン ド、カシ ミール ヒマラヤの

メン峰へ登山隊を派遣す ることにな りました。

付 き菫しては、関係の諸機関に対しまして、下記により便宣供与方 こ依頼致 し

た く、こ高配賜 ります ようお願い申し上げ ます。

記

1.暉  名:日 本 ヒマラヤ協会女子 ヒマラヤ登山隊19"年

2.目標の山:イ ン ド、カシ ミール・ ヒマ ラヤ、メ ン 峰 (7,135日 )

3.隊 長 名:1木 下 祥 子 (Kinoshi“ 鉢昴 lたo}以下 5名

4.登山期間: 1987年 7月 25日 ～ 9月 5日

5。 こ依頼する内容 :と くにありませんが、ヨ難発生等不測の事態 が生 した

場合な どの際に、何分宣 しくお願いします。

以上
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外務省宛念書
(送付先)

Ernbassy of_Japan

Plot No 4&5-G

Chanakyapri,

12:Pretoria Street,

New Delhi,INDIA.

(注 )在インド日本大使館特命全権

大使の名前は必ず外務省などで確

認すること。呉々も前任大使名で

提出するような失礼はしない事。

入 国 通 知

登山隊は、デリー到着の確実な月

日が決ったら、 IMFへ「入国通知」

を送付 しておく必要がある。 この入

国通知は、遅 くともデリー到着の 1

ケ月前までには送付 しておかなくて

はならない。 この連絡が遅れると、

IMFで は登山隊がいつ来るのか判

らないために リエゾン |ォ フィサー

の手配が遅れ、登山隊はデ リーで無

用な滞在を強いられることになりか

ねない。

入国通知に記載する事項としては、

以下のような事が記載されていれば

よい。

①登山隊名②先発及び本隊のデリ

ー到着日③デリーでの滞在先 (宿泊

先)④デリーでの連絡先 (エ ージェ

ントなど)③ リエゾン・ オフイサ~

とのブリーフィング希望日 0場所⑥

デリー出発日及びアプローチの日程。

家 族 会

隊長及び派遣留守本部の責任者は、

登山隊の出発前に隊員とその家族代

表者を混 じえた家族会を招集すべき

である。

自分の息子なり夫がどんな人 と一

緒に出かけるのか、出かける山はど

んなところなのか、万が一事故が起

った場合はどのように対処するのか、

日本大使館宛願い書

日 本 ヒ マ ラ ヤ 協 会 、7,ノ
ンの■
ん
レ
人｀

〒1“|ヌ専
`1■

■区38■ '13-23-1
=・

1ま 4ビ ルヽ 6号

t話 ■,(“)367-8621

1987年 7月 6日

外務大臣官房文化交流部長 曖

日 本 ヒ マ ラ ヤ 協 会

会長代行 遠 藤

日本 ヒマラヤ協会女子 ヒマラ

隊  長 木 下 祥

登

子

だ≧ ■字

今般、本会は別添計画書の とお り、 1987年 7月～ 9月にィンド・ ヒマラヤヘ量山隊

を派遣することにな りました。

登山活般 あた りましては、此れ までの経験を十二分に生か し、細心の注意を払い、且

つ充分な救助体制を持 って遭難等の防止に全力を尽 します。

尚、万一、不幸にして遭難等 が発生 した場合は、救援活動等に要した一切の経費は本隊

において責任を持 ってお支払 い致 しますと共に、事後措置につ きましても万全を期す もの

とし、一切貴官にご迷惑をおかけ しないことを書約致 します。

1987年 7月 6日

在インド日本大使館

特合全を大睫 野 田 英 二 郎 駿

日 本 ヒ マ ラ ヤ 協 会

会長代行 遠 藤

日本 ヒマラヤ協会女子 ヒマ

隊  長 木 下 祥

翻
セ■重≧麗b鬱年

子

原質 い ■宰

今餃 、本会は別添計画書の通 り、 1987年 7月～ 9月にィン ド・ ヒマラヤヘ登山隊 を

派遣す ることにな りました。

付 きましては、下記により便宜供与方 ご依頼致 した く、本省完 て文書写 しを添 えまして

お願い申し上げます。

記

1.隊  名  日本 ヒマラヤ協会女子 ヒマラヤ登山隊 1987年
2.隊 長 名  木 下 祥 子 (S“ hiたo Kinoshi“ )

3.隊 員 数  5名
4.遠征期間  1987年 7月 26日～ 9月 5日

5。 日標の山  ジャム&カ シ ミール州、メン峰 (7,135■ )

6。 こ依頼する内容  遭難発生時の緊急連絡 ・救援 (ヘ リコプター出動 を含む)等に

ついての こ協力。

以 上
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日 念書

入国通知書

などをある程度理解 して頂くための

家族会である。

隊員によっては、自分の肉親に対

して充分な説明をしなかったり、自

分だけは絶対に大丈夫だからと云 っ

た変な安心感を与えたりして出かけ

て行 く人も見られるが、これは隊長

や派遣母体に対する裏切 りである。

心配をかけたくない、参加すること

に反対されたくない、と云った気持

が説明を曖味にしたり、不都合な部

分は□をつぐんで しまったりするの

であろう。

事が起ってからあれこれもめない

ためにも、本人が云いにくい事を隊

長及び派遣母体の責任者が、きちん

と隊員の家族に説明しておく必要が

ある。説明の要領 としては大体以下

のような事を参考にされたい。

1)登山隊の計画概要

登山計画の趣旨と経緯、隊員構成、

日程の概要、派遣母体の組織、登山

隊の経費など。

2)イ ンドヒマラヤの特殊性

目標山岳の地域、首都デリーか ら

の距離 。日数、山の高度 (日 本の山

との違いと比較)、 気候など。

3)事故発生時の対応

緊急時の連絡網、救助態勢、ヘ リ

コプターによる救助活動の現地事情

(ヘ リコプター依頼の連絡方法、ヘ

リコプターの性能とロケーションに

よる救助活動の限界 )、 留守本部の

対応、家族の現地往訪の対応、保険

及び遭難事故の経費負担など。

以上のような点について判り易 く

説明し、各家族に不明な点が残 らぬ

ようにしておくべきである。

今餃、本会は別添計□書のとおり、1987年 7月～ 9月 にィンド・ヒマラヤヘ量山障

を派遣することになりました。

豊山活動にあたりましては、此れまでの経験|を十三分に生かし、細心の注意を払い、ニ

つ充分な救助体制を持って遭難等の防止に全力を尽します。

万―、不幸にして週難等が発生した場合には、下記の電略をもってlEちにこ連絡申し上

げますので、関係方面へのこ連絡及び救助用ヘリコプター出勁等に関しまして特段の日配

慮を賜りたく存じます。

尚、ヘリコプター出勁費を含めて救援活動に要した一切の経費は本隊において責任を持

ってお支払い致しますと共に、事後措置につきましても万全を用すものとし、一切貴官に

と迷惑をおかけしないことを響約致します。

1.隊  名:日本 ヒマラヤ協会女子登山隊 1987年

(英文名 )HAJ巨 dies Hi“ l`ソ
`臓"ditio■

19"

2.連絡電略名: H L H E87

1987年 7月 8日
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在インド日本大使館

特命全権大崚 野 田 英 二 郎 瞑

日 本 ヒ マ ラ ヤ 協 会

会長代行 遠 藤

日本ヒマラヤ協会女子ヒマ
'隊  長 木 下 祥
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連  載 中国の少数民族

チベ ットとその周辺の少数民族たち

山森 欣一

/7ヽ
ヽ ′ /

アリ (阿 里)の チベ ッ ト族

(1)チ ャンタン高原

現在のチベット自治区の行政 区分は、 一の市

(ラ サ)と 六つの地区 (昌都、林芝、山南、日喀

則、那曲、阿里)と なっているが、これを大きく

昌都、林芝を東チベット、阿里を西チベット、那

曲を北チベット、ラサ、日喀則、山南を南チベッ

トと分けることも出来るだろう。ここではその西

チベット阿里地区を紹介 したい。

チベット高原の中核を成すチャンタン高原の中

でもアリ地区は人跡稀れな奥地として、寒冷で酸

素が薄く交通不便なところから不毛の地とされて

▲普蘭の国際自由市場にい
チャンタン高原民

きた。 しか し、実際のア リ地区のチ ャンタン高原

は広々とした草原に湖沼が点在 し、山々は頂上付

近までヨモギ色に染まる別天地でもあった。 これ

は私が訪れた時期が夏の一番過 し易すい頃の印象

である。

現在のアリ地区は、面積が日本とほぼ同 じ広さ

で人□はわずかに 5万人だという。家畜の数は那

曲地区に及ばないが、羊の約 300万頭ヤクが十数

万頭 といわれている。

日喀則 (シガツェ)か ら拉孜 (ラ ズー)の先で

中尼友好道路と別れて、ヤル・ ッァンポー川をハ

シケで左岸に渡るとナプシ村である。左岸沿いに

定久 (テ ンジュー)に至りその先22道班 (チ ベッ

-21-
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チベッ ト概念図

卜では公路には10mに一つの道班と呼ばれる道路

補修の拠点がある)で北へ登るとチャンタン高原

となる。既に定久で標高は 4,670mと なり、チャ

ンタン高原に向けて ドンドンと標高は上がる。

草原の中のわだちを拾うように進む。 5,000m

を越えると突然雪が降り出した。チベットのロバ

が一頭 ジープと競争するがごとく草原を疾走する。

この付近はチベット人のテントもほとんど見当

らない。大きな打加湖の付近には、雪を被ったた

おやかな 6,000m峰 が見える。 5,450mの 峠を下

ると広い河原に出る。 ジープの速度を落 し幾条も

の小川を横切って行 く。河原をチベットガゼルが

ピョンピョンと尻を振りながらはねて行 く。

夕方になりよどんだ淵の人工的な村に着 く。遠

くに青白く山が浮び、村の様子 もどことなく暗い。

ここが措勤である。村の人は今まで下で会 ったチ

ベット人と一風変 っていた。まるでメキシカンの

ような服装と顔立ちを している。外国人に開放さ

れていないため地元のチベット人が使うフ トンに

寝た。彼等の汗や匂いが充分にしみこんでいた。

5,000mの 草原に鳴きウサギが無数にいた。穴

を堀 り運動会のように走り廻っている。達瓦湖に

はインドガンが群れる。

夏康堅山脈を左に見る頃には、ジープも80mほ

どで走れる草原 となり、広大な草原に湖が浮び上

がる「逃げ水」を見る頃には、那曲か ら獅泉河ヘ

とチャンタン高原の中央を東西に走る、軍事用道

路に出る。道路には国家水準点を示す標石が立つ。

遥か西の彼方に竜巻が上がり、黒雲が湧く。そ

の中に突込むように砂が多くなった草原を進む。

全 く止むを得ず中継点 として作 られたような「改

則」の村に入る。
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アリ地区で 一番規模の大 きな

「改則県」で あるが、人 口は約

11,000人 この村は 250人 位 いで

ある。招待所は城郭のように四角

な塀で囲まれ、その外側に地元遊

牧の民達や商人達のテントが張ら

れていた。招待所には電気がなく

ローソクである。冬用のス トーブ

が用意 してある。

高原の招待所は、客が着 くとブ

リキで出来た魔法 ビンと洗面器と

お茶を持 って くる。連絡官など漢

族は顔や手と共に必ず足を洗うこ

とを忘れない。昔の日本でも旅人

が宿に着 くと、わらじを脱いで足を洗ったのと同

じことだろう。措勤ではこのサービスすらなかった。

朝の気温は 4℃ と低い。招待所を出てこの高原

に入って初めて木を見た。木と云っても背の低い

灌木である。一人のチベット女性が歩いている。

見渡す限り広い草原でテントの一つも無いのにど

こに行 くのであろうか。この地区には塩湖が多い。

湖の底や千潟から塩を採る。それは岩塩と違 って

白く美 しい。チャンタン高原に住むチベ ット遊牧

民にとっては、羊やヤクと同様に重要な資源だ。

塩湖という村では数十頭の馬が市に出ていた。

見ていると商談が成立 したのは一頭だけだった。

この高原で出合ったチベット人達は、必ず馬を連

れているが、いつも馬に乗っているとは限らない。

▼最ふ湖の遊牧民の子供達

馬は綺麗に飾られて大事にされている。

改則から革吉の間は、人家が無 く無人地帯で 3

日間必要 と言われたが、草原には思い出したよぅ

に放牧のテントが見えた。塩湖から一気に南に向

かうと一山が自くなるほど羊が群れていた。マー

モットが尻をユーモラスに振りなが ら穴にもぐり

込む。池塘の多い豪ふ湖付近の岩山にはウサギが

走り廻 っていた。チベ ット犬のす ぐ側までジープ

を着けてチベット遊牧民のテントに寄る。

チャンタン高原に住むチベ ット人は、昔なが ら

のテント生活をする者 と、洋服に着替えて公務員

として働 らく者がいる。人民解放軍のほとんどは

漢族などの若者である。 この湖の付近で放牧 して

いる家族の生活は、外からみると粗末な身なりで

はあるが豊かそうであっナも

革吉が近づ くと草原は、半砂漠

化 して車輪が埋まるようになった。

革吉の招待所では、私達が到着す

るのを首を長 くして待ってい′ぉ

埃にまみれた車はたちまちに磨き

上げられた。裏手にある大岩壁の

取付きには、馬、羊などの骨塚が

あった。大岩壁を登 って頂上に立

つと、遥か南東に細 く長い川が蛇

行 し、川面が時々キラリと光って

いる。そこがィンダス川の源流部

であった。
▲改則県での気象観測を見物するチペット人

-23-

.確 ||

， ‐‐
，

■

|■Ⅲ _|

■■■‐



■寸 感■

高校時代から16年間もの長い間、共に影響しあ

いながら、故郷の山々からヒマラヤの高峰へと紡

復したかけがえのない岳友が、ある日忽然とガル

ワール 0ヒ マラヤの雪嶺に消息を絶った。神々の

寝所に召されたのである。

ゃがて時は流れ、あの悪夢のような出来事から

早、 6年の星霜を重ねると云う。此の程、彼の 7

回忌法要を前に古いカメラード達が彼の故郷の山

の出湯に集った。懐 しい8ミ リ映画を観、彼の肉

声の吹き込まれたカセットテープを聞いていると

瞬時に昔日の懐 しい想い出が呼び起される。亡 く

なりし岳友は、その時点のままで歳をとることが

ないが、久々に会 した仲間達は、頭に自いものが

混りはじめた者、子供の話しをする者などそれぞ

れに6年の歳月が感じられた。 自己紹介の中で

「あの人は私の命の恩人です。彼に助けて貰わな

ければ、この子も生まれませんでしたし、父親に

もなれませんで した。」と挨拶 した後輩が居た。

谷川岳の岩場で九死に一生を得たこの後輩の言葉

を聞いていて、改めて生きていればなあ～ との

想いを強くさせられた。

ピンダリ河の対岸に管えるナンダ・コットヘ立

教大が登頂50周年を記念して再挑戦すると云う。

天 府 の 霊 峰

雪  宝  頂

1986年夏、HAJは 四川省登山協会との合同で

眠山々脈の最高峰、雪宝頂 (5,588m)へ 登山隊

を派遣 した。登山は日中登攀隊員14名中、13名が

8月 5日 、 6日 の両日に亘って初登頂に成功 した。

此の程、この日中友好の足跡を記 した報告書が

上梓された。

B5版、64ページ、カラー写真 8ペ ージ、モノ

クロ写真多数

(頒 価) 1,700円 (送料込み)

(連絡先)〒-160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル506 日本 ヒマラヤ協会

□ 務 誌 (9月 )

(木) HAJ女 子 ヌン隊からデリー帰着

の電話有り。

(日 ) HAJ女 子ヌン隊の木下、小泉、

市川の 3名帰国

(水)雪 宝頂報告書搬入

(木) ラプチェ 0カ ン隊出発

(土) ヒマラヤm191発送

(土)～ 13日 (日 ) 前柴田会長を囲む

会 (御岳山・尾形 )

(木 )ギ ャラ 0ペ リ報告書搬入

(金)中 。ソ辺境旅遊隊出発

(月 )東 京集会 (17名 )

3日

6日

9日

10日

12日

12日

17日

25日

28日

謎 の河 の秘 峰

4ド .==‐rT'ノ ペ リ

ヒマラヤの謎の河として知 られるヤル・ツァン

ポー河の大湾曲部には、南にナムチャバルワ、北

にギャラ・ペリと云う2つの玉峰が対峙している。

1986年秋、HAJ隊 は悪天候に苦 しめられなが

らも先ず手初めにこのギャラ 。ペ リを陥落した。

中国登山に関する資料が豊富に盛込まれている。

B5版  127ペ ージ、カラー写真 4ペ ージ、モ

ノクロ写真12ペ ージ。

(頒 価) 2,000円 (送料込み)

(連絡先)〒-160東京都新宿区高田馬場3-23-1

淀橋食糧 ビル506 日本 ヒマラヤ協会

日

ヒマラヤ No。 192(11月 号)

昭和62年 10月 10日 印刷  62年 11月 1日 発行

登

雄

協会

1馬場 3-23-1
淀橋食糧 ビル 506号
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6%晟勿看〃膨7Zほ死
―

遠征隊、トレッキング、秘境への旅
―

あらゆる申請・許可取得、現地手配、航空券、山岳保険なよ
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま・九

ヽ

留ヨP03‐574‐888072ク元動″ラ」電Z夕:ゴ響〃
〒105東京都港区新橋3-26-3会 計ビル4F 三井航空サービス代理店2452号

Z久

′勿形をソla′ダン

流鷲轟 .

トレッキ ング・登山隊の許可取得か ら航空券 。現地手配 までお引 き受けいた します。
～ネパール・ インド・ ブータン・パキスタン・ 東南アジア・アフリカ・南米～

わ滋猪簿
東京本社 〒 101東 京都千 代 田 区神 田神保 町 2-2 新世界 ビル 5階 803(237)1391(代 表 )

大阪営業所〒 541大 阪市 東 区平 野町 4-53-3ニ ュー ライフ平野町 202号室 806(202)1391(代 表 )

カ トマ ンズ営業所  JAI HIMAL TREKKlNG(P)Ltd. P.0. B O X 3017
KATHMANDU. NEPAL t,221707

運輸大 臣登録一般旅行業 607号

◇
トレッキング・海外登山
シルクロード・秘境旅行
のパイオニア
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ヒマラヤヘ 装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/〒 160東京都新宿区百人町2丁 目2番 3号 803(208)6601～ 3

●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁 目123番地80486(41)5707

0水道橋登山店/〒 101東京都千代田区三崎町2丁目8番 14号 803(264)5575～ 6

●神田登山店/〒 101東京都千代田区神田神保町1丁 目8番地803(295)0622

●新宿西口店/〒 160東京都新宿区新宿1丁 目16番7号●03(346)0301(代 )

0高崎店/〒 3フ 0群馬県高崎市新町6番地●0273(27)2397は )

●札幌登山店/〒 060北海道札幌市中央区南二条西4丁 目4番 8011(222)5305

器 ir:1馬扇:#|スノ_〃
』 L V―

●新潟店/〒 950新潟県新潟市東大通2丁 目5番 1号 80252(43)6330

0仙台店/〒 980宮城県仙台市東八番丁107番 地の36号80222(97)2442

0町田ジョルナ店/〒 194東 京都町田市原町田6丁 目6番地14号●0427(26)6248(代 )

●フーズショップ/〒 160東 京都新宿区百人町2丁 目2番43号 803(232)1286

●外商部/〒 160東 京都新宿区大久保2丁 目19番 10号 803(200)7219

●事務所/〒 160東 京都新宿区百人町1丁 目4番 15号●03(200)1004
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